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農村地域における
ソーシャル・イノベーターとしての Iターン者
























































































































































































































京都府南丹市美山町は，2014 年 3 月現在人口 4,297人，高齢化率 42.5%である。1955 年に
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5ケ村が合併して旧美山町となったときの人口が 10,182人，合併により南丹市となる 1 年前の














































立を提唱，翌 2001 年に旧村を単位とする 5つの地域振興会が設立された。振興会では，地域
の将来計画策定，地域振興，人材育成，環境保全，保健福祉，教育文化といった様々な課題に
ついて，有限会社と役割を連携・協働しながら対処している。旧役場からは財政支援の他，振
興会に対し町職員 2名 (事務局長 1名，事務局員 1名) を派遣し，振興会業務の支援や行政の
窓口業務も担当した。
例えば，鶴ヶ岡振興会では「タナセン」と連携し，高齢者宅等の巡回や生活物資の供給など








1976 年，平屋地区に I ターン移住したM氏が，その経緯の詳細を手記にまとめている(23)。
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1992 年に，第 3セクター「美山ふるさと株式会社」設立し，土地・住宅斡旋事業を開始し





2002 年の時点で，Iターン者は 68 世帯，233人，うち 15歳以下 70人であった(24)。
また，2013 年までの 21 年間に I ターンした人は 600人程度あり，その約半数が「美山ふる
さと株式会社」の斡旋・紹介によるものであるという(25)。
美山町の I ターン者は町内全域に分布しているが，特に I ターン者の集中している集落が，





受け入れは「知井山村留学運営委員会」によって行われ，毎年 10名程度を原則 1 年間受け入
れる。留学生は，小学校から徒歩圏にある「山村留学センター 四季の里」を生活の拠点とし
て，知井小学校に通学している。また，週 1回は，1泊 2日で知井地区内の家庭 (里親) に
ホームステイすることになっている。
留学生のうち，留学終了後に親子で I ターンした家族が 3組あり，一定の成果をあげている
ということである(27)。
先述した「美山産官学公連携協議会」の「I ターン・Uターン定住促進」プロジェクトでは，
こうした I ターン者の増加に対応して，I ターン者が定住するための条件や問題点を見つけ，
定住促進を推進させるため，2011 年に「美山町における I ターン者アンケート調査」を実施
した。ここでは，本稿の趣旨に関わる部分を中心に，その結果の概要を紹介しておくことにす
る(28)。
この調査は，各地域振興会・区長を通して，区長の把握している I ターン者 329件への調査
票配布をおこなったもので，有効回答数は 111件，有効回収率は約 34%と，配布数の 3割程
度ではあったが，ある程度美山町に在住する I ターン者の実態をつかんでいるものとみられる。
①世帯主の年齢構成は，60歳代 27.0%，50歳代 22.5%，40歳代 20.7%，70歳以上 13.5%，30
歳代 10.8%，20歳代 3.6%の順となっており，20〜30歳台の若年層が少ない。
②世帯構成は，夫婦のみが 35.1%，夫婦+子供世帯も 35.1%で，1人暮らし 13.5%がそれに次
ぐ。転入前の住所は，京都市 42.3%，近畿地方 (京都府を除く) 29.7%などとなっている。




④転入後の年数は，5 年未満 27.9%，10〜15 年未満 22.5%，5〜10 年未満 21.6%，20 年以上


















あった。これを，美山町全体の住民構成と比較してみよう。2014 年 3 月現在での南丹市美山
町の住民年齢構成をみると，20歳代 6.5%，30歳代 6.8%，40歳代 10.0%，50歳代 13.4%，60







































年 日時 インタビュイー (年代) 場所 インタビュアー
2011 年 10 月 9日 A氏 (40 代) 活動拠点 松田智子，関谷龍子，大石尚子
10 月 9日 B氏 (40 代) 自宅 松田，関谷，大石
2012 年 2 月 11日 C氏 (50 代) 職場 松田，関谷
2 月 12日 D氏 (40 代) 自宅兼職場 松田，関谷，大石
2 月 12日 E氏 (20 代) 自宅 松田，関谷，大石



























ば I ターン者同士は距離を置いている。I ターン者と一定距離を置きつつ，地元住民と I ター
ン者の間のつなぎ役を担おうとしていると考えられる。E 氏は次のように述べている。「I
ターンの人は全部をぶち壊して新しく作り直すっていう考え方。地元の人は守りたいという考










































































少子高齢，過疎という根本的課題については，早期に移住した C 氏や F氏は特にその危機

















人間関係の構築が不可欠となる。その実現のために必要な要素は 3つの C，即ち Competence
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